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中

嶋

嶺

雄

会

長

に

よ

る

ス

ズ

キ

・

メ

ソ

l

ド

教

育

講

演

会

グ

ロ

ー

バ

ル

化

と

日

本

の

教

育

2
0
0
9
年
ロ
月
日
日
に
ウ
ィ
ル
あ
い
ち・
ウ
ィ
ル
ホ
l
ル
（
愛
知
県〉
で
ス
ズ
キ・
メ
ソ
l
ド
教
育
講
演
会
（
主
催
一

東
海
地
区
三
科）

が
聞
か
れ、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・

ピ
ア
ノ
・

チ
ェ
ロ
・

フ
ル
ー
ト
科
の
生
徒
の
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は、

国
際
社
会
学
者
の

中
嶋
会
長
の
講
演
を
採
録
し
ま
す。

グ

ロ

ー

バ

ル

化

と

国際化

グローバルとい
うのは、
まさに

地球Hグローブから来ている言葉

です。
世界が一
体化しているとい

う意味で、
最近はあちこちで聞か

れるようになりました。、
それでは

一
体、
国際化とはどう違うのか、

その遠いからグロ
ーバル
化につい

て考えてみたいと思います。

国際とい
うのは、
固と国の関係

です。
しかし
zzgmzoコ包（国際

的な）
ERBEE
S－－N
E
S（国際

化）
とい
うような言葉も古いもの

ではありません。
戦後できた言葉

と言っ
ていいと思います。
きっ
か

けは1945年、
終戦の年、
2月

の「ヤルタ会談」
で、
スターリン

とチャーチルとルlズベルトが会

談しました。
表向きは戦後の東欧

諸国をどうするかとい
うことでし

たが、
その
陰に隠されていた実際

の目的は、
日本をどうするかだっ

たのです。
そのため、「極東に関するヤルタ

秘密協定」
が同時に結ばれました。

そこにはドイツが敗戦に至った後

に、
ソ連が対日参戦する代償とし

て、
ソ連に北方領土の権益を与え

ること、
もう一
つは商業港の大連

を国際化することが書いてありま

した。
これが
EZB忠一。ロ
急NO（43

を国際化する）
とい
う言葉が英語

として使われた最初だと思います。

しかもそれは外圧として、
国際化

するとい
うように、
他動詞として

使われています。

それに対して「日本は、
もっ
と

国際化しないとい
けない」
とい
う

ように、
自動詞的に使われる国際

化は「世界に開く」
とい
う意味で、

意味がかなり違ってきました。

『グローバル化と日本の教育　『Suzuki Method-2010.03
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J
能
教
育
研
究
会に
は、
外
川
の
わ刈

も
大
勢
み
え
ま
す。
一μ
則
学
校に
は、

句
作中
外
凶
か
ら
も
多
数
の
参
加
が
あ
り

ま
す。
ま
た、
先
日、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
のス
ズ
キの
特さ
ん
が、
シ
ドニ
ー

の
オペ
ラハ
ウス
で
泌
必す
る
の
を
作

比
し
て
き
ま
し
た
が、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
も
佐
ん
に
ス
ズ
キが
持及
し
てい

る
こ
と
に
感
激
し
ま
した。
そ
うい
う ご自身の体験lζ裏打ちされたお路は、 とても興蝶深いものばかりでした

状
況
を
考え
る
と、
ス
ズ
キ・
メ
ソ
ー

ド
は、
ずい
ぶ
ん
日
本の
国
際
化に
貢

献してきた
と思い
ま
す。

一
方、
グロ
ーバ
ル
化
とい
うJH
架

が
山
て
き
た
の
は、
こ
こ
初
年で
す。

ベ
ル
リン
の
壁
が
崩れた
の
が、
ちょ

う
ど初
午前
のけ
月で
す。
そ
れ
を
境

に、
点ヨ
ーロ
ッ
パ
ぷ
同
が、
あっ
と

い
う
間に
向
山
化
し
ま
した。
チェ
コ

で
は
亡
命
し
てい
た
指
部
者の
ク
iベ

リッ
ク
が
帰同し
て、
ス
メ
タナ
の
「わ

が
祖
国」
を
指
附した、
そ
の
名
演
奏

が
残っ
てい
ま
す。
も
し、
ベ
ル
リン

の
壁
が
あっ
た
ら、
と
て
も
グロ
ーバ

ル
化は
で
きなかっ
た
で
しょ
う。

も
う．
つ
は、
川
じ
年に、
ア
メ
リ

カ
で
知人の
・米に
Mmか
れた
時、
「
小
的

先
生
の
論
文
を
拝
見し
ま
しょ
う」
と

彼がパ
ソコ
ン
で
検
索す
る
と、
私の

Aい
た
山火山山川の
論
文
が
阿
聞いっ
ぱい

に
山
てきた
の
で
す。
今
で
は
当た
り

前
の
こ
と
で
す
が、
こ
れ
に
は
本当に

びっ
く
り
し
ま
した。
そ
の
お
か
げで

時
差
も
関
係な
く
な
り、
コ
ン
ビュ
ー

タl
の
上
で
は
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
に
なっ

てい
ま
す。
グロ
ーバ
ル
化
の
言
葉通

り、
全
球
化、
地
球
化
し
てい
る
の
で

す
ね。
同
際
化
とい
う
の
は
い
くら
進

ん
で
も、
凶
と
同
と
の
水
平
的
な
凶
係

で
す
が、
グロ
ーバ
ル
化は、
全
世
界

が
瞬
時に一
体
化
す
る立
体
的
関係で

す。
川
境は、
実
際に
は
ま
だ
意
味
を

持っ
てい
ま
す
が、
そ
れ
も
従
来の
意

味
で
な
くなっ
て
く
る
よ
う
な、
立
体

的
な
地
球
化
の
時
代が
国
境
を
越えて

到来してい
ま
す。

で
すか
ら、
こ
の
初
年の
世
界
の
変

化は、
皆さ
ん
の
生
活
環
境の
変
化
も

合め
て、
実に
歴
史
的な、
人
額が
経

験した
こ
との
ない
よ
う
な
変
化で
す。

そ
の
中に
皆さ
ん
が
生
き
てい
る
とい

うこ
と
自
体、
非
常に
質
量
な
体
験
を

されてい
るわけ
で
す。

家庭教育の
重
要性
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で
は、
は
た
し
て
日
本
の
教
育は、

グロ
ーバ
ル
化の
時
代に
対
応
し
てい



る
の
か、
ま
た
ど
う
した
ら
対
応で
き

る
の
か、
とい
う
大
き
な
課
題を
私た

ちは
うえら
れてい
ます。
とこ
ろ
が、

教
行とい
う
と
「
学
校に
通わ
せ
れ
ば

い
い」
「
似
市
岡や幼
椛
闘に
頂けれ
ば

い
い」
とい
うよ
う
に
与
え
てい
る
点

が、
．
般
に
は
と
て
も
多
い
の
で
す。

こ
こに
大
き
な
問題が
あり
ます

「教
育」
とい
う・・2
以来は、
ι
rの「
教

え
て
こ
れ
を
行つ」
か
ら
来て
い
ます

が、
こ
の
「
打て
る」
とい
う
こ
と
が、

日
本
の
教
育で
は
疎か
に
され
てい
る

よ
う
な
気
が
し
ます。
育て
る
場
合
に

一
番
大
事
な
の
は、
就
学
前
教
育、
す

な
わ
ち
家
出
教
育
だ
と
思い
ます。
そ

れ
が、
ま
ず
成
り
立
た
ない
と、
教
育

そ
の
もの
の
制
本、
一
帯
七
台の
とこ

ろ
が
縮
ら
い
で
き
ます。
f
ど
もは、

学
校へ
削
け
る
前に、
氷
山地で
き
ち
ん

と
打て
る、
き
ち
ん
と
しつ
け
るこ
と

か
ら
始め
ない
とい
け
ませ
ん。

そ
の
次
が
幼
児
教
育で
す。
その
小

に
家
庭
教
育
も
合
ま
れ
ます
が、
幼
椛

附と
保
育
制
は
竹
川相す
る
砂利
庁の
迎い

も
あっ
て、
そ
の
教
育の
小
身を
ほ
と

ん
ど
検
討
して
き
ませ
ん
で
し
た。
安

的
内
閣の
時、
教
育
円
坐
会
議の
安
打一

と
し
て
お
手
伝い
させ
てい
た
だ
き
ま

した
が、
か
な
り、
その
辺を
しっ
か
り

議
論させ
てい
た
だけた
と
思い
ます。

英

語薮育・

情操教育と

ス
ズ
キ・
メ
ソ
l
ド

そ
の
次
は
初
小
教
行で、
そこ
に
も

．
つ
の
間．組
が
あ
り
ま
した。
一
つ
は

英
語
教
育を
ど
うす
る
か
で
す。
耳か

ら
聞い
て
党
え
る
英
語
教
育は、
早い

うち
の
点が
い
い
で
す
し、
持
続さ
せ

る
の
が
大
引で
す。
ス
ズ
キ
で
学ば
れ

てい
る
方は、
よ
く
お
わ
か
り
と
思い

ま
す
が、
外
同
訴
教
育と
山
梨
は
相
関

竹がいけ川い
ですね。

ス
ズ
キ・
メ
ソ
l
ド
は、
初め
梨
請

を
読
ま
ず
に、
バで
聞い
て
党
え、
あ

る
限度進
ん
で
か
ら
来
初を
品み
ます。

民
訴
も初め
か
ら
文
法
を
%
に
してい

た
ら、
な
か
な
か
日
をつ
い
て
は
川
て

き
ま
せ
ん。
ま
ず．A
で
聞い
て
党
え、

それ
でコ
ミュ
ニ
ケ
ー
トし
て
み
る
と、

ほ
と
ん
ど
通じ
ます。
旧
年
間
良
川を

山中川っ
て
も
使
え
ない
よ
う
な
教
育で
は

だ
め
で、
こ
こ
を
版
本
的
に
附
してい

か
な
い
と
い
け
な
い。
紡
川、

201
1
年度か
ら
小
学
校5、
G
年生

で
辿l
時
間、
山火山山川を
や
るこ
と
に
な
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2・・・4也
子どもたちと一緒の演奏lζ、 毎回真剣に取り組まれています



り
ま
し
たが、
本
当は
小
学
校、
幼
稚

園
を
合め
て
す
るべ
きで
す。

も
う一
つ
は、
仙
掠
教
育で
す。
初

中
教
育の
中
で、
背
楽
や
美
術の
先
生

が
「
受
験
科
同
で
は
ない
の
で
肩
身
が

狭い」
と・・2Uつの
を
聞き
ま
す。
本
市ー

は
情操が
盟か
で、
感
性がフ
レッ
シュ

な
時に、
それ
こ
そ
行
楽
や
夫
術を
恒

例
し
ない
と
い
け
ない
で
しょ
う。
日

本
の
教
育は
そ
う
い
う
必
味
か
ら
も、

危
機に
あ
る
と
思い
ま
す。
Aーこ
そ
的

操
教
育を
き
ち
ん
と
教
育の
中に
位
世

づ
けてい
か
なくては
なり
ま
せん。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
経
て、

2
0
0
6
年ほ
月に
改
定され
た
新
し

い
教
育
基
本
法に
見ら
れ
ま
す
よ
うに、

よ
う
や
く
公
教
育の
小に、
幼
児
教
育

や
J
能
教
育の
よ
う
な
伯
操
教
育の
重

要
性が
認め
ら
れ
始め
ま
し
た。
こ
う

い
う
現実
をご
開
制附い
ただ
き
ま
し
て、

レイ
能
教
育
研
究
会の
持つ
意
味
を
改め

て
必
識し
てい
た
だ
き
たい
と
思い
ま

す。
ス
ズ
キ・
メ
ソ
ー
ド
は
公
教
育で

は
な
く、
ま
さに
皆
さ
んに
支えら
れ

てい
る
民
川の
教
育で
す
が、
それ
が

こ
れ
だ
け
世
界に
広
がっ
てい
る
とい

う
とこ
ろ
に、
と
て
も
大
き
な
意
義
が

あ
り
ま
す
ね。
そ
れ
は
実に
誇
るべ
き

こ
とでは
ない
で
しょ
う
か。

ど
う
ぞ
押さ
ん、
UK
く
続
け
て
く
だ

さ
い。
続
け
るこ
と
が
大
事で
す。
私

も
れ
分の
研
究が
忙し
かっ
た羽
成く

ら
い
ま
では、
し
ば
ら
く
ヴァ
イ
オ
リ

ン
か
ら
述
ざかっ
てい
ま
し
た。
で
も

ま
た
始め
る
と、
什の
感
党が．以っ
て

き
ま
す。
こ
れ
か
らは
い
ろい
ろな
事

前で
お
や
めに
なっ
た
方
に
も、
も
う

一
度O
B
と
し
て
戻っ
てい
た
だ
け
る

よ
うに、
い
ろい
ろ
な
機
会
を
作っ
て

い
き
たい
と
考えてい
ま
す。
そ
し
て、

今
ま
で
来
器に
縁が
なかっ
た
とい
う

万は、
ぜ
ひス
ズ
キの
教
・五
を
訪
ね
て

み
て
ください。
そこに
は
きっ
とアッ

ト
ホ
ーム
な
持
附
%
が
流
れ
てい
る
で

しょ
う0
・
人
で
も
多
く
の
に々
こ
の

ス
ズ
キ・
メ
ソ
ー
ドに
親し
ん
でい
た

だ
け
る
よ
う、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
しくお
願い
い
た
し
ま
す。

全科斉奏
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今
川は
日
城
県
仙
台
市の
ヴァ
イ
オ
リン
教
慌を
紺
介す
る 。
1
9
5
5
作 、
小
阿部久
先
生
が
絵
本の
鈴
木
釦 ．
先生の
元で

学ん
で
削っ
て
く
るの
と
川
叫に 、
仙
台支
部は
始まっ
た 。
そ
れか
ら田
作 。
今
川
訪ね
た
照
井
勢
f先
生
は
小
脳部先生の

仙
初の
生
徒で 、
リ川
りの
『

思い
川の
び点」
に
も
時
期さ
れ
た 。
そ
して
佐々

・本勲
先生
は
問
介ク
ラス
の
川身だ 。

照弁務子クラス
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楽
器
が
上
手
だ
け
で
は
な
く、

慕
わ
れ
る
子
に

仙台支官官

照井努子クラス
－膏震区上杉2-1-14ダイアハレス上杉404号
tel.022-221-1835 

」‘」教 室めぐり

預Z宮城県
左 か ら 三 唱票、
中型車、飯塚の
サンツカ先生

た
て

仙
台
の
歴
史
は 、

議
主
伊
達
政
宗
が

仙
台
城
を
築
い
た
1
6
0
1

年
に
始
ま

る 。

l
o
o －
h
人
を
組
す
阿仰
山
で
あ
り

な
が
ら 、
H
H
民
城
祉 、

広
瀬
川
と
れ紙
濃

い
街
は
「
社
の
郎」

と
祢
さ
れ
て
き
た 。

地沿
で
は
レ
ベ
ル
の
尚
さ
で
れ
名
な「
仙

台
同

際行
業
コ
ン
ク
ー

ル」
を
擁
し 、

「来

wm」

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る

で
も
門
業
の
芳
は 、

遥
か
前
に
生
ま

れ
て
い
た 。

1
9
4
9
年 、

敗
戦
で
引

き

にけ
て
く
る
人
が
ま
だ
多
か
っ
た
頃 、

北
六
孫
丁
小
学
校
は
出
楽
演
奏
で 、

そ

u

 

の
名
を
馳
せ
て
い
た 。

た
ま
た
ま
そ
こ

・
・

で

同仰山
だ
っ
た
通
称
サ
ン
ツ
カ

先生（
改

．

．

．

 

飯
塚
肋
先
生 、
政 ・
1

坂口
先
午 、
小
川棚
久

先
生）
は
立
以
技
介
し
て
行
来
教
行
に

h川
を

汁代ぎ 、
巾

塚先生
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

を
仰
け
た
こ
と
も
あ
り 、
「
ヴ
ィ
オ
l

ル

会」
を
作
り 、
放
課
後
3
人
で
弦
来
を
加

え
た
器
楽
合
奏
を
教
え
始
め
た 。

譜
面

は
下
代日

き 、

編
曲
も
向

前。

で
も
熱
な

は
一

…純
だ
っ
た 。

そ
こ
に
友
だ
ち
に
誘

わ
れ
て
入
っ
た
の
が
5
年
生
の
照
井
先

生 。
戦
争
で
焼
け
出
さ
れ 、
転
々
と
し
て

部
ち
山引
い
た
先
が 、
こ
の
学
院 、
だ
っ
た 。

サ
ン
ツ
カ
先
生
は
夏
休
み
の
た
び
に

松
本
に
山
か
け 、

鈴
木
先
生
の
指
将
を

受
け 、

そ
れ
を
実
践
し
て
い
く 。

し
ま

い
に
は
教
職
を
辞
し 、

ス
ズ
キ
の
指
導

有
の
道
を
選
ん
だ 。

や
っ
と
楽
掠
が
手

に
人
つ
で
も
ケ
ー

ス
が
な
く 、
木
で
作
っ

て
も
ら
う
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
が 、

照

川先
伶 い
は
小
学
校
を
卒
業
し
て
も 、

そ

し
て
「
ヴ
ィ
オ
l

ル
会」
が
や
が
て
「
J

能
数
行
研
究
会
仙
台
支
部」

に
な
っ
た

以
後
も
続
け
た 。

や
が
て
い両
校
をい
外
来

す
る
と 、

支
部
の
事
務
や
・中
阿弥
先
生
の

レ
ッ
ス
ン
を
手
伝
う
こ
と
に
な
り 、

白

然
に

助手 、

助
教
と
進
ん
で
い
く 。

「教室
運
営
の

事務も
含
め 、

指導者

に
な
る
ま
で
の
期
間
の
父
母
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は 、

今
と
て
も
役

に
立
っ
て
い
ま
す 。

持
い
私
に
は
何
で

も
話
し
や
す
か
っ
た
の
で
し
ょ
う 。

父

母
の

本音
を
聞
け
ま
し
た」

中
同様
先
生
の
レ
ッ
ス
ン
を
長
く
見
学

で
き
た
こ
と
も 、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
で

経
験
を
積
め
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た 。

「

助手
の
時
に

夏期
学
校
で 、

い
ろ
い
ろ

な
先
生
の
レ
ッ
ス
ン
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が 、

教
え
方
は
も
ち
ろ

ん 、

初
出少
の
指
導 、

親
の
指
導
は
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た」

と
顕
り
返
る 。

地初担当
し
た

石巻教室
へ
行
く
の
は 、

肖
時
は
一

n
が
か
り 。

そ
れ
で
も
お
加

を
い
た
だ
い
て
帰
る 、

の
ん
び
り
し
た

時

代だ
っ
た 。
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